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+-ADESS端末システムによる気象業務の実施 ワークステーション2050Gのグラフィック機能を活用して,気

象状況の可視化,対話型での天気予報の作成を実現した｡

妄-も象庁では気象業務のi軸女化を図り,気象資料伝

送網と呼ばれるネットワークシステムを構築してき

た｡L-ADESS(Local-AutomatedDataEditingand

Switching System)は,気象資料伝送網を梢成する

サブシステムであり,Ll糾1163年から‾妃新が進められ,

一竹戊6年3JJに完了した｡更新にあたっては伝送能

力の向卜を1☆lるとともに,最新の1青報処理技術を導

入し,管区気象台･地方気象台など終レベルの気象

官署の業務処理形態に応じた分散処理‾〟式を採用

した｡

｢卜､l/二製作所は,全国の気象官署に配置される端

末システムの開発を担当した｡端末システムは

UNIX糾)搭載のエンジニアリングワークステーシ

ョンE-730()とワークステーション2050G数台をEth-

erllet黙二)で結合した機能分散システムである｡この

システムの構築によi),仝匝Iの責も象観測結果やスー

パーコンピュータによる数値丁幸朗吉呆の迅速な伝

達,および205()Gグ)高度なGUI(GraphicalUser

I11terface)による気象情報のビジュアルな把捉が叶

能となり,気象業務の高度化を実現した｡

*;し象‥Jl幸舶Ij **l一川二鮒仰了･公共情袖小紫郎 ***l川二鮒仰千人みか_‾1二場
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n はじめに

気象庁は1年中1しIも休みなく天気子幸Ii業務を行って

いる｡大気‾r幸馴まアメダスによる日本全回にわたる自助

気象観測,気象衛姓･気象レーダによるリモートセンシ

ング,スーパーコンピュータによる数値予報など最先端

技術を駆使し,理学･丁二学の粋を結集して実施されてい

る｡そのため昭和34年,′l+ミ■公庁として初めて計算機シス

テムを導入し数値子報を実施して以来,その時代の最高

のシステムを導入し続け,現在に至っている｡また,気

象官著聞のデータ通信のため,気象資料伝送網と呼ばれ

るネットワークをいち早く日本全国に展開してきた｡

地方中枢気象資料自動編集中継装置"しADESS”は気

象資料伝送網を構成するサブシステムであり,昭和63年

度から整備が進められ,平成6年3月にて完了した｡その

結果,R本全回の妄も象官署にワークステーションが導入

され,従来の文字情報中心の業務形態から,グラフィッ

クスなどの高度なユーザーインタフェースを用いた業務

形態へ改めるとl市川寺に,地方官署での各種気象情報処理

を叶能とする処理能ノJを備えることとなった｡

ここでは,L-ADESS端末システムの機能を概観する

ととい二,運用の実現について述べる｡

同 気象業務における本システムの位置づけ

気象庁の情事はシステムは,区=に′Jミすように気象資料

総合処理システム"COSMETS''(ComputerSystemfor

Meteol-010gicalServices)を頂一･三くとし,口本田内ノ(つの

ブロックに設置されたしADESSなど多くのシステムで

構成する広域ネットワークシステムである｡

L-ADESSは,管区気象台などに設置される小枇シス

テムと,地方気象台などの日本全拝12nnか♪斤以卜のちも教官

署に設置された端末システムから成る｡各小松システム

はCOSMETSに,端末システムは小枢システムにそれぞ

れ専印回線で接続され,妄も象資料伝送網を構成する｡

L-ADESS端末システムは,気象資料伝送網のノード

として24時間前時機能するとともに,観測通報･大気‾㌣

報電文の作成･送信など,気象業務の第一一線で使川され

る通信処理,情報処理が一体となったものである｡大気

子報業務の流れと,このシステムの関連を図2にホす｡

管区名 更新年度 E-7300 2050G

東 京 昭和63年度 60 192

仙 台 平成元年度 23 72

札 幌 平成2年度 35 110

福 岡 平成3年度 35 130

大 阪 平成4年度 43 147

沖 縄 平成5年度 16 60

合 計 212 711

福岡+-ADESS

/

/

大阪+-ADESS

/

東京L-ADESS

/一丁､

沖縄+-ADESS

札幌+-ADESS

仙台L-ADESS

COSMETS

＼1三ニ
アメダスなと

｢L掛気象機関

注:記号説明

●(+-ADESS中枢システム)

･(L-ADESS端末システム)

図I L-ADESS端末システム

の配置

L-ADESS端末システムは,日

本全国200か所以上の気象官署

に設置され,COSMETSを頂点と

する気象資料伝送網を構成する｡

※1)UNIXは,X/Openカンパニーリミテッドがライセンスし ※2)Ethernetは,富Tlニゼロックス株式合札のく至鈷腐楳で

てし､る米田ならびに他の他における登鈍痛標である｡ ある｡
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各気象官署

気象観測
気象官署での
気象観測

アメダス,

気象衛星なと-､

による観測

観測データの取り込み

観測通報の編集･作成･

送信

トADESS端末システム

本庁･COSMETS

数値予報
数値シミュ

レーションに

よる未来の気
象状態の予測

各気象官署

各種天気予報

観測データ解析･
数値予報結果を

基に,天気予執

注意軋警報を
作成･発表

実況監視

各種天気予報電文の

編集･作成･送信

+-ADESS端末システム

図2 天気予報業務とL-ADESS端末システム

天気予報業務は,(1)気象観測,(2)数値予報,(3)天気予報の作

成･発表という流れで実施される｡L-ADESS端末システムは,各気

象官署でこの業務の第一線で使用される｡

田 システム構成概要と特長

L-AI)ESS端末システムは,図3に示すようにエンジ

ニアリングワークステーションE-730nとワークステー

ション205nG数台を,Ethernetで有機的に結合した機能

分散システムである｡また,ソフトウェアは,UNIXシス

テムの上に図4に示すように某本ソフト,ミドルソフト,

および業務ソフトの3階層で構成する｡

システムの特長について以下に述べる｡
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注:略語説明ほか

GD(グラフィックディスプレイ),HD磁気ディスク装置)

PR(プリンタ),LBP(レーザビームプリンタ),MT(磁気テープ)

図3 ハードウエア構成

L-ADESS端末システムは,E-7300および2050G数台をEthernetで

結合し,機能分散･資源共用を図ったシステムである｡

(1)子細業務高度化の実現

2050Gのグラフィック機能をi即日し,数値子報結果な

ど各種気象データの劾画表ホ,マルチウインドウによる

関連情報の同時表示など,ユーザーインタフェースを大
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運用の一元化

=〉環違法■芸現
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図4 ソフトウェア構成 L-ADESS端末システムのソフトウエア構成は,基本ソフト･ミドルソフト･業務ソフトの3階層から成り,24時

間常時運用されるL-ADESS業務を実現する｡
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帖に1rり卜し,卜終業緒の門rlくル1Jj塩化を′克ぢ上した｡

(2)純でナシステム符押機能による■ミニごj信頼-一一フ亡越川

j射IJは新和=制兆した統合システム管叩機能により,各

CI〕Uを丘i識させち･い一九背理のもとで行われる｡これに

より,2()5()(州ではデータを共川し,どこからでも菜雅の

起軌がlり瀧となっている｡また,芥Cl)Uドりの川ノ/二監視･

指r.i抑■f:の縦退避川により,241L抑り連続遵転に耐える冶jf∴

抑什をリミ乃ユしている｡

(:う)j射tJ効率のけり卜

菜摘′辿軌んJ〔として帖別起軌･`屯丈榔軌のIrほ山起勅を

サホートすることにより,左71iリ業綺のIrl軌化･特定屯文

′壬イJけの1い川lガ‖J‾能となり,越川効率のIrり卜を1女】った｡

ロ システムの機能

4.1気象情報中継機能

E-7ニう川)は油†.け-バとして機能し,;も象資料†よ送細,

地ノJ‾｢=子淋などの外.･■子1機胤およびEtIlel-11etで接続され

ている2()5nGとの川で1も毅付紺之ク)小継を行う｡

■l･緋)いま端人システム州別の恍イJテーブルでi火左さ

れ,刹吹な迎=ができるようになっている｡また,袖数

の2‥5()(;ノ＼ク)仙イ.丁も叶能であり,巾ガな`屯文については

∴巾に肘イJすることにより,陥ソテl酎二他〟の2()5()Gで代

作し,イJ和汁トグ)】rり1二をトズlることができる｡

4.2 電文作成･発信機能

;も毅菜摘では,多くの杵賢i叫郎l･iが-;も象資料†云送綱を

旭じて什矧～りで交推される｡これらは忘も象`芯又として,
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(a)作業画面

◇

一左のフォーマットを持っている｡L-ADESS端末シス

テムでは符種の妄も象一屯文を自軌的に,またはメニュー形

式で対話杓に作成することができる｡電文作成時には,

屯文規則との整合性または人力データの論理的妥当性の

チェックを行い,操作性･正確性の向上をlズ1った｡

(1)観測通報作成･発信機能

妄も象観測純米は妄も象通幸1i式の形式で幸Iiじられる｡この

システムでは観測装置から観測値を自動的に取り込み,

行椎妄も象油粕式に編集･発信することができる｡

(2)人左し千手Ii乍一己文作成･発イ言機能

‾人気十糾および各椎の警手l･i･注意報は,;も象官営でr

鞘官が数他‾了∴幸Ii結果,各種の気象観測伯など膨人な資料

を為に検i汁･作成する｡このシステムでは,資料のホ引†け▲

段として別事の′実況監視機能を掟伏するとともに,獅車

人;い㌧糀t-E文を左三i竺語句･天気記号などの入ノJによって

対.言｢捕≠式で編集･作成する機能を提供する(図5参Jl(1)｡

4.3 実況監視機能

L-ADESS端末システムには気象観測データ,COS-

ⅣIETSでの解析･数仙卜吾郎吉米など行柿の妄も象情報が

軋fJされる｡これらの気象情報は2050G卜でlI叫他姓印を

行い,観測データ,気付配帯などの御車天気川として1亡ごj

桁帥げイスプレイやレーザビームプリンタに山ノJされ

る｡特に,数伯了二報や降水短時間‾r想結果などの軌し叫去

ホ,マルチウインドウ機能を利r｢=ノたl軋生情報の川l伴走

ホなどをサポートし,ユーザーインタフェースを人帖に

Ir山二した｡数値一千幸Ii訂i果の去ホ例を図6にホす｡
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(b)電文確認画面

図5 天気予報電文の作成画面 (a=二示すような作業画面により,対話的にデータを入力し天気予報電文を編集･作成する｡完成した電文

は(b)の画面で確認された後,発信される｡
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白 +-ADESS端末システム運用の実現

5.1統合システム管理機能

;も敏文榔引ん災に胤止する屯公な菜碓であり,241けl削

で卜小休ふち･ぐノミ施されてし､る｡このシステムもその‖的

にl糾えノ)れるiニーごj†J鮒什をリミりユするとともに,241】封Jり越川

に什う池川仙ヰ享Cり1｢り卜を一人りいノた｡また,行CI)Ul糾で機

能分】■盲k･ファイル分牧･菜摘分収を行う一ノ∴ システム

乍休ででさ兆iプ)jし=+および越川の 一ノ亡化をトズトJた｡

こグ)たれ 終仰の迦=機riEをミドルソフトウェアヒし

て件J托し,純ナナシステム:i■叩tl機能として拙伏している｡

純′ナシステム1で州機能の概念を図7にホす｡

(1)システム/i▲印l与

システム什叩はし八DIくSS端りミシステム乍件の迦=状

態,刺什北態をl.宇丁こ祝･.1ilj御する｡このため,システム1■て二

･叩は行CI-)U卜で軌作し,Cl)UIH川1/J二に怖紬を交検しなが

⊥ゝ)機能を一丈乃ユしている｡

また,フロセス1▲1叩lリ頚能をす､1三ち,菜摘プロセスの起則,

およびそのリ二子J■■状態の_し亨丁こf比を子+▲‾う｡也抑】ヲ態には椋作土1

によるマニュアル起別のほかに,スケジュールテーブル

にあ⊥､Jかじめく夏鎚された咋別への到止により,対ん占する

図6 実況監視業務

表示例(数値予報)

COSMETSで処‡哩さ

れた数値予報結果を

表示した画面であるて.

動画機能により,変化

を動的に把手屋するこ

とも可能となっている｡

菜招を起刺する時刻起動,持去の屯文を′受仁した場でナに

対応濃招を起則する′rE文耶軌をサポートする｡これによ

り,観測地糀の｢l軌編集･発イさ+芥椎人妄もl深い帖柴の】′Ⅰ

軌.リ=Jなど,七巧り菜摘のl′帽力化･箭力化をl朴ノ,また,

紫ユ′屯文ノ受イ榊‡に操作上ほ呼び什.すことが･り瀧となり,

24】J一別り越川に什う迦別効率の山_1二をリミ･脱した｡

(2)リソース符雌

リソース符叫はファイル,人.■†J.カデバイスなどク〕端りこ

システム溌兆(の八川,および一7亡符押をり三現する｡

(こl)フ71イル符即

;も象′■に丈を柄糾する;も象情報ファイルは,システム

l勺の乍2()5(1GでJ川Jされる｡菜摘プログラムはファイ

ル甘f_l11により,巾小三CPUを意識することなく,透過｢ⅠくJ

に;も象十榊l這ファイルをアクセスすることができる｡

(l〕)デバイス年号ニf甲.

人け■ノJ装;‾芹,特にレーザビームプリンタ,ファクシ

ミリアダプタなど,三拝左Cl)Uにだけ接続されているデ

バイスグ)乍2()5n(;からの+川Jを実現する｡

(3)ⅠノAN旭イ∴

TCP/ⅠⅠ)(1､rallSnlissiollC()ntr()1Ⅰ)rotoc(〕1/I11ter11et

I)rotoc〔)l)ソケットインタフェースによる終CI)U柑イJ二脚J
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図7 統合システム管理棟能概念図 統合システム管理機能は,各CPU上で動作するシステム管理･リソース管理などがLAN通信を介し

て,互いに情報交換を行いながらL-ADESS端末システムの高信頼一元運用を実現している-

ローカル端末
仮想端末機能

処理要求

実行結果

リモート端末(保守対象)

診断の実行

●

匝』二]
クライアント

プロセス

気象資糾云送網

サーバ

フしロセス

ファイル転送鰯巨

業 務

ライフラリ

壬_㌫墳二設二走

ファイノレ

図8 リモート保守のプロセス問通信

リモート保守は,気象資料伝送網を介したクライアントサーバモ

デルによる処‡里を行い,遠隔診断･保守を実現する.､､

♂)旭イバーf一段を拙fJ〔する｡システム与印書l･リソース1で州な

どはLAN油㍍を利川することにより,油fiH:一帖を息識す

ることちlくデータの送′之イ主;を子J二うことができる｡

5.2 リモート保守

し八1)ESS端人システムは,l卜本利小二分放した社会的

に巾柴なシステムであり,抑′.印字には迅速ち･対応が求め

J〕ガLる｡また,乍1も象`け貿ヒも多くの菜摘ソフトウェア

で迦=されるため,小火･の符仲井が地ノJの端‡人システム

を†粧′､1:することができる機能が必公となる｡

リモート付こ寸は,;も象資料†ム送綱に才納●こされた端りミシ

ステム1Jりで,クライアントサーバモデルにより仮軋ミ端‡人･

ファイル帖送機能を拭伏する｡こガLにより,小舶′‥■一群の

端+くシステムからて?り､】の端人システムの遥帖診断および

米桝出川に対する述ドl仙ミ＼1二を`ノミ呪する(図8参川り｡

田 おわりに

Ll本仝L一句にわたるL-ADESS端末システムの幣備によ

l),地プJの気象市野への情報処理能力を持ったシステム

の導入が一丈卑ました｡これにより,妄‾も象情紬の捉伏形態お

よび利fり方法が一新され,妄も象業務の形態が人きく焚化

した｡また,;も象ノーi二外への情報提供手段の整備も行われ

た｡気象情一例妄の重要性はl彷災,産業,交通など社会の行

方向でますます増している｡このシステムのいっそうの

有効利Hlを川ることにより,社会のニーズにこたえてい

くことが期待できる｡
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